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「友愛政治の理念とその可能性―コミュニティをつなぐもの」
千葉大学法経学部教授　
小林　正弥
　この特集のもとになったシンポジウム「友愛政治の理念とその可能性」は、
2009年 11月 29日に開催された。このシンポジウムは、千葉大学人文社会科
学研究科公共研究センター、地球福祉研究センターが主催し（協賛：地球平和
公共ネットワーク）、千葉大学のスタートアップ COEプログラム「環境制約・
人口減少下でのコミュニティ形成」研究」（倉阪秀史代表）の一環として行われた。
　2009年 9月に、歴史的な政権交代が行われた。そして、鳩山新政権は、「友
愛」の政治という理念を掲げている。この理念は、ヨーロッパにおいてはギリ
シャのフィリアに始まり、近代においてはフランス革命における「自由・平等・
友愛」という標語となって大きな役割を果たした。古典的には、アリストテレ
スなどのギリシャ哲学によって重要な考察がなされている。
　しかし、この概念とその現実的意義について、学問的な考察はさほどなされ
ていない。そこで、公共研究の蓄積を踏まえて、「友愛政治」について学問的
な議論をするために本シンポジウムを企画した。特に、小林正弥の基調報告「友
愛政治の理念と可能性――地球的平和・環境・福祉」はこのような問題意識を
説明している。
　21世紀 COEプログラム「持続可能な福祉社会に向けた公共研究拠点」の
大きな特色は、NGO・NPOをはじめとする市民と連携して研究を行うことだっ
た。「友愛」に関して、日本でもっとも注目に値する試みの一つは、賀川豊彦
の思想と実践である。彼は、独自のキリスト教信仰に基づいて、神戸のスラム
街における救貧活動などから始まって、労働組合、農業組合、生活協同組合の
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結成をはじめ実に多様な活動を「愛の実践」として行った。2009年は、彼が
神戸で活動を始めてから 100年目であり、様々な「賀川豊彦献身 100周年記
念事業」が行われている。
　そこで、地球福祉研究センター、公共哲学センターなどはこの事業に協力し
て、「友愛と公共的知識人」（2009年 5月 17日、主催：公共哲学ネットワー
ク　共催：賀川豊彦記念・松沢資料館、千葉大学地球福祉研究センター）や「賀
川豊彦と友愛の社会構想――公共的活動のあり方を考える―」（2009年 11月
3日、主催：公共哲学ネットワーク、賀川豊彦記念・松沢資料館、千葉大学地
球福祉研究センター、共催：千葉大学地球福祉研究センター、協賛：千葉大学
人文社会科学研究科大学院実践的公共学実質化のための教育プログラム、後
援：賀川豊彦献身 100年記念事業実行委員会）というシンポジウムも開催した。
賀川の諸活動の多くは、今日の言葉で言えば、NGO・NPOに相当するような
非営利・非政府的な公共的活動であり、その観点からも非常に多くの点で示唆
的だからである。
　賀川の『友愛の政治経済学』（加山久夫、石部公男訳、日本生活協同組合連合会、
2009年）という著作が昨年刊行されたように、彼は兄弟愛・友愛という言葉
を用いているので、本シンポジウムでは、賀川豊彦献身 100年記念事業に深
く関わっている伴武澄氏（共同通信社、国際平和協会理事長）に講演「賀川豊
彦　協同組合と国際平和」をお願いした。
　また、「友愛」は鳩山政権の理念なので、現在、文部科学省の副大臣である
鈴木寛氏（参議院議員）にも基調講演「友愛と政治」をお願いし、牧野聖修衆
議院議員にも講演「友愛政治の未来構想」をお願いした。国会議員に報告して
いただき、討論にも参加していただいたのは、私たちの公共研究プロジェクト
としては初めてのことであり、新しい試みである。もともと、公共哲学は実践
性を掲げており、私たちのプロジェクトは公共政策を研究したり提言すること
を目的としているから、これはある意味では自然な展開であろう。市民との議
論に加えて、政治家との議論が新しい要素として加わったという点では、本シ
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ンポジウムは公共研究にとって大きな意味を持つと思われる。
　しかも、鈴木氏は慶應義塾大学湘南藤沢キャンパス環境情報学部助教授とい
う経歴を持ち、『コミュニティ・スクール構想』（金子郁容、鈴木寛、渋谷恭子、
岩波書店、2000年）や『ボランタリー経済の誕生』（金子郁容、松岡正剛、下
河辺淳、鈴木寛、渋谷恭子ほか、実業之日本社、1998年）といった著作を執
筆していることもあって、その講演内容と討議は、多くの最近の思想的・学
問的な動向にもふれつつ現実の政治的展開との関係を述べるものだった。第 1
部のパネルディスカッションにあるように、これは、多くのメディアなどの認
識を超える質を持つ議論であり、従来の日本の政治家の講演のイメージを一新
するものだったと思われる。また、牧野議員の講演も参加者の多くに深い感銘
を与え、「政治家についてのイメージが大きく変わった」という声が多かった。
これらは、政権交代による政治的変化の意味を実感させるものだった。
　私たちのプロジェクトからは、小林の他に、倉阪がエコロジー経済学につい
て「持続可能なコミュニティへ――生態系サービスの持続可能性とコミュニ
ティによる管理」という講演を、上村雄彦（現在は横浜市立大学准教授）が「地
球福祉の実現と国際連帯税――国内外の最新の動向を中心に」という講演と質
疑を行った。公共的な議論や政策提案・提言を行うことは、プロジェクトの目
的の一環をなすので、公共的な場で行われた政治家との議論はこのような目的
に沿ったものであり、この点でも大きな価値を持つと思われる。
　本シンポジウムは、聴衆からも非常に新鮮で有意義だったという声が大き
かった。この後、12月 27日には「友愛と核廃絶――スピリチュアリティと平
和 2」（地球平和公共ネットワーク、フィロソフィア共催）というシンポジウ
ムが開催され、2010年には友愛公共フォーラムが結成されて類似したシンポ
ジウムを継続的に開催する予定である。これらのシンポジウムは、千葉大学の
私たちのプロジェクトが開催するものではないが、本シンポジウム「友愛政治
の理念とその可能性」はそのような可能性に道を開いたという点でも大きな意
味を持ったと思われる。 （こばやし・まさや）
